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機関として、電離圏世界資料センター（WDC for Ionosphere and Space Weather ）
の指定を受けており、 自ら取得した国内や南極における電離圏観測データに加
え、世界各国の電離圏観測所（約250カ所）で得られた電離圏に関するデータを
収集/保存している。（参考：http://wdc.nict.go.jp/）これらの電離圏観測データは、
他の世界資料センターとデータ交換される他、一般にも公開されている。 
 
・観測データは電気通信分野における国際連合の専門機関である国際電気通信
連合無線通信部門（ITU-R）の電波伝搬に関する基礎資料にもなっている。 
 近年では、国際的な貢献として、標準電波の長基線観測を行い長波電波伝搬
モデルとして国際通信連合（ITU-R）の寄与文書に投稿、勧告改訂に至った。  
 
 
 
電離層定常観測（情報通信研究機構） 
・現在のデータ公開 
 電離圏観測データとして南極電離層年報
を世界資料センター（WDC）にて公開中、 
 「南極昭和基地における電離圏観測」の
WEBから速報データを2019年4月より公開し
た。 
  
・WEBからのデータ公開 
 電離圏観測WEBサイトのリニューアル 
 １）WDCサイトへの誘導。 
 ２）準リアルタイムデータの公開（イオノグラ
ム、GPSシンチレーション・電離層全電子数（
TEC）データ）、WEBカメラ映像。 
 ３）過去データの公開（リオメータ観測、短
波電界強度測定） 
 ４）成果物等 
電離層年報 
(電子出版) NICTの南極電離圏観測のWebサイト： 
http://iono-syowa.nict.go.jp/ 
世界資料センターの南極データ公開サイト： 
http://wdc.nict.go.jp/IONO/wdc/iono_antactica/ 
今後のデータ公開（まとめ） 
